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スポーツを楽しもう！ 特集

　昨年は、ラグビーワールドカップが日本で開催され、日本代表が初のベスト8進出を果たし、日本中にラ
グビーフィーバーを巻き起こしました。また、本市出身の文田健一郎選手がレスリング世界選手権で二度目
の金メダル獲得と東京オリンピック代表内定などスポーツ分野でうれしいニュースがたくさんありました。
　今年は7月に東京オリンピックが開催されます。スポーツは「観てよし。やってよし。」、楽しみ方はさ
まざまです。オリンピックイヤーの幕開けに皆さんもスポーツを楽しんでみてはいかがでしょうか？

2020年はオリンピックイヤー！
特 集

▲トランポリンは足腰を鍛え、
　バランス感覚を養える

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
、市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
韮
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

の
指
導
に
よ
り
月
２
回
第
１
、第

３
土
曜
日
に「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ

体
験
教
室
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
体
を
動
か
す
こ

と
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
の
場
と
し
て
20
年
近
く

続
き
、
今
年
も
毎
回
約
20
名
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上

や
健
康
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
他

校
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
む
こ
と
が
大
切

　

参
加
者
の
穂
坂
小
４
年
生・細

田
陽
仁
さ
ん
は「
運
動
は
得
意
で

は
な
い
け
れ
ど
楽
し
い
。こ
の
教

室
で
縄
跳
び
を
し
て
い
て
記
録

が
伸
び
た
。で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
。」と
い
い
、韮
崎
北
東
小

２
年
生
・
永
関
晴
一
朗
さ
ん
も「
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
で
高
く
飛
べ
た
の
が

楽
し
か
っ
た
。運
動
は
得
意
で
は

な
い
け
れ
ど
、で
き
な
い
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し
い
。」

と
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
こ
と
で
自
身
の
運
動
能
力
の
向

上
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
指
導
す
る
韮
崎
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
の
皆
さ
ん
は
「
運

動
が
嫌
い
な
子
、
苦
手
な
子
に
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
し
た

子
は
経
験
が
少
な
い
だ
け
な
の

で
、
積
み
重
ね
る
こ
と
や
他
の
子

と
の
交
流
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
経
験
す
る
こ
と
が
大

切
。
親
子
で
参
加
し
て
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
。
こ
の
教

室
が
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指
し
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経

験
す
る
こ
と
の
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
」
と
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。目

指
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
⁉

　
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
文
田
健
一
郎
選

手
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技

で
活
躍
す
る
日
本
選
手
か
ら
刺
激

を
受
け
て
、
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
る
た
く
さ
ん
の
子
ど

も
た
ち
の
中
か
ら
、
将
来
、
新
た

な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕
生
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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■問い合わせ　市スポーツ少年団本部 事務局（市営体育館内）☎22-0498

スポーツを楽しもう！特集

　スポーツ少年団では、スポーツを通して一緒に活動する仲間を募集しています。
　入団をご希望の方、興味のある方は、ぜひお問い合わせください。
　初心者・体験者も大歓迎です。詳しい情報は、市ホームページをご覧ください。

コーチ 小林 甲さん

監督 山本義人さん

　バスケットの一番楽しいところは、仲間と一緒にプレー
を成功させたときです。苦しい練習もありますが、勝ったと
きは、一生懸命やってよかったと達成感も感じられます。
そして、他の競技に負けないくらい助け合える競技です。
　また、コーチが日頃の生活態度などもしっかりと指導し
てくれるので、学校や家での普段の生活に繋がることもた
くさんあります。私たちと一緒にバスケをしませんか？

キャプテン　戸嶋 佑さん

韮
崎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　バレーは、大人になってからも役立つスポーツだと思います。大変な経験を
通して何かにつまづいたときに乗り越える手法を学んで欲しいと思っています。
また、スポーツ選手としてマナーも大切にしたいと思っています。
　私は、人に感動を与えてくれるチームの子どもたちが好きです。正々堂々と戦
うので他チームも応援してくれます。頑張っているのは子どもたちで、私はそれ
を精一杯手伝うだけです。子どもたちが活躍してくれることが一番ありがたい
です。バレーを通して何かを得てもらえたらうれしいです。

　バレーの楽しいところはアタックが決まって点が取れた
ときや相手の強力なアタックをレシーブできたときです。
バレーを通して、違う学校の子とも仲良くなり、大切な仲
間ができました。体育館で団員のみんなに会えることが
毎週の楽しみです。
　つらいときもありますが、忍耐力がつき、気持ちも強く
なりました。最後はやって良かったと思えるはずです。

キャプテン　小林楓佳さん

監督・コーチ、団員からのメッセージ

　スポーツ少年団の良いところは集団生活の中であいさつや礼儀なども学べ
ることです。技術指導はもちろんですが、生活態度など競技以外の面で指導す
ることも多いです。競技力の向上とともに人間性を鍛えていきたいと思ってい
ます。また、このチームはできるできないに関係なく、みんなで応援してみんな
で喜ぶことができますので、自分のペースで楽しむことができると思います。
　私も卒団生ですが、バスケットを楽しむことは継承されていますし、礼儀の
指導も伝統です。こうした伝統はこれからも伝えていきたいと思っています。

種　目 スポーツ少年団

野　球

韮崎北東野球スポーツ少年団

韮崎北西野球スポーツ少年団

韮崎甘利野球スポーツ少年団

剣　道 嵐峰会剣道スポーツ少年団

柔　道 韮崎柔道スポーツ少年団

少林寺拳法 韮崎少林寺拳法スポーツ少年団

種　目 スポーツ少年団

バレーボール
韮崎バレーボールスポーツ少年団

韮崎球友バレーボールスポーツ少年団

バスケットボール 韮崎バスケットボールスポーツ少年団

水　泳 穂坂水泳スポーツ少年団

空　手
韮崎空手スポーツ少年団

韮崎キッズ空手道スポーツ少年団

サッカー 甘利フットボールスクール

韮
崎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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年頭のあいさつ

　明けましておめでとうございます。
　希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　さて、昨年は韮崎高校サッカー部のインターハイ出場や文田健一郎選手の
東京五輪出場決定、春風亭弁橋さんの二ツ目昇進、さらには、まちなかに人が
集うアメリカヤ横丁の創出など、本市の将来を担う若い世代の方々が活躍した
年でありました。
　一方で東日本に大きな被害をもたらした台風19号では、市内全域への避難
指示により、多くの方々が避難を余儀なくされるなど、自然災害に見舞われた
一年でもありました。
　こうしたなか、本市では『すべての人が輝き 幸せを創造するふるさと にら
さき』を基本理念とする第7次総合計画を市政の柱に、産業や雇用、子育て、
教育、健康など多様化する行政課題に対応してまいります。また、頻発する
自然災害への備えとして、洪水ハザードマップの見直しや災害時の避難所と
もなる地区体育館の順次改修、さらには防災備品の拡充など、災害に強いまちづくりに挑戦してまいりま
す。全ての市民の総力を結集したチーム韮崎で未来に向けて大きく飛躍します。結びに、新しい年が皆様に
とりまして幸多き年となりますようご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。

　明けましておめでとうございます。
　市民の皆様におかれましては、希望に満ちた新春を健やかにお迎えのこと
と心からお慶び申し上げます。
　昨年を振り返りますと、初めて大雨特別警報が発令されるなど、改めて災
害への備えの大切さを感じる年でありました。本年は災害のない穏やかな一
年になるよう祈るとともに、市民の皆様におかれましても、今一度ご家庭で
の備えを見直すなど、平時より命を守る対策を心がけていただきたいと思い
ます。
　さて、市議会では、議会改革の一環として、議員定数を2名削減し、16名
にて市政を監視し、適正に審査・評価しております。また、今後も更なる改
革に向け、議会報告会や各種団体との意見交換会などで市民のニーズを見極
め、行政と議論を重ね、市民の代表機関として市民福祉の向上と市政の発展
に努めてまいる所存であります。

　本年も引き続き、議員それぞれが研鑽に努め、市民の皆様の身近な存在として、邁進してまいりますの
で、変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げ、市議会を代表しての新年のご挨拶とさせていただきます。

韮崎市長 内藤久夫

市議会議長 宮川文憲

　昨年9月、本市出身の文田健一郎選手がレスリング男子グレコローマン
スタイル60㎏級のオリンピック日本代表に内定しました。
　レスリングにはグレコローマンスタイルとフリースタイルの2種目があ
ります。グレコローマンスタイルは、腰から下を攻撃と防御に使用するこ
とが禁止されている種目で、上半身で組み合ってからの投げ技などダイナ
ミックな技が展開される、迫力ある競技です。
　東京2020オリンピックでは、文田選手のダイナミックなレスリングに
注目です！チーム韮崎で文田選手を応援しましょう！！

頑張れ！文田健一郎選手

文田健一郎 選手 

今年はオリンピックイヤー！

― 皆様にとって素晴らしい一年になりマウスように ―
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水道管の凍結 · 破裂にご注意を・防災無線

　気温の低い日が続いたり、朝の冷え込みが厳しいとき（目安・マイナス４℃以下）などは、
水道管が凍結しやすく、凍結すると水が出なくなったり破裂したりすることがあります。
　寒波が到来する前に、保温材等で防寒措置を行いましょう。

 ●こんな場所にある水道管は要注意！
　①家の北側の日陰
　②戸外で風当たりの強い場所
　③水道管が露出しているところ

 ●防寒措置はどうするの？
　水道管が露出している部分や蛇口部
分は凍結しやすいので、上部まで完全
に保温材を巻き、その上からビニール
等を巻いて、保温材が濡れないように
してください。
　保温材は市販の物もありますが、毛
布や布でも代用できます。

 ●凍ってしまったら？
　水道管にタオルや布をかぶせ、その上
から『ぬるま湯』をまんべんなくかけな
がら、ゆっくり気長に溶かしてください。
※急に熱湯をかけると水道管や蛇口が破
裂しますのでご注意ください。
　それでも水が出ない場合は、蛇口を閉
めて自然に溶けるのを待ってください。

保温材

 ●破裂してしまったときには？
　水の噴出を止めるために宅地内にあるメー
ターボックス内の止水栓（バルブ等）を閉
め、お近くの水道工事指定店または上水道工
事協同組合に修理を依頼してください。
※止水栓の場所が分からない場合には、破裂

した部分にタオルやビニールテープなどで
応急処置をして修理を依頼してください。

　なお、敷地内の止水栓から蛇口までの水道
施設の修理にかかる費用は、所有者の負担と
なりますので、くれぐれも水道管の凍結には
ご注意ください。

※年始の修理は広報12月号をご覧になり、
工事指定店へご連絡ください。

■問い合わせ　
　上水道工事協同組合☎22-3136
　上下水道課 水道管理担当（内線616・617）

防
災
無
線
、戸
別
受
信
機
を
回
収
し
ま
す

　
昨
年
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
る

と
お
り
、
現
在
の
戸
別
受
信
機

は
、
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、
３
月
で
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
防
災
ア
プ
リ
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
の
登
録
に
よ
り
不
要
と

な
っ
た
戸
別
受
信
機
を
返
却
す
る

場
合
は
、
毎
週
土
曜
日
に
実
施
し

て
い
る
拠
点
リ
サ
イ
ク
ル
会
場
で

回
収
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
（
※
総
務
課
で
は
随
時
回
収

し
て
い
ま
す
。
）

　
ま
た
、
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で

な
く
引
き
続
き
戸
別
受
信
機
が
必

要
な
場
合
は
、
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

 宝くじの助成金により
　　　　　自主防災用資機材を整備
　財団法人自治総合センターが、宝くじの社会
貢献広報事業として行うコミュニティ助成事業
の助成金を受けて、韮崎市自主防災組織連絡協
議会に参画している自主
防災組織に防災用資機材
が整備されました。これ
らの資機材は地域防災の
コミュニティ活動に役立
てられます。

■問い合わせ
　総務課 危機管理担当　（内線339・399）

■
回
収
期
間

　
１
月
～
３
月
の
毎
週
土
曜
日

　
受
付
時
間
は
13
時
～
16
時

※
詳
細
は
「
ご
み
・
資
源
物
収
集

　
日
程
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
回
収
場
所

　
拠
点
リ
サ
イ
ク
ル
会
場

・
市
役
所
庁
舎
裏
駐
車
場

・
竜
岡
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
回
収
方
法

　
回
収
容
器
に
戸
別
受
信
機
、
乾

電
池
、
電
源
コ
ー
ド
の
３
つ
に
分

別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

危
機
管
理
担
当

　
　
（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

寒波の到来に備えて

水道管の凍結・破裂にご注意を！
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
高
熱
や
関
節
痛
な

ど
全
身
に
症
状
が
出
る
の
が
特
徴

で
す
。
ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎

を
併
発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
予
防
に
努
め
、

感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
感
染
し

た
場
合
に
は
周
囲
の
人
に
う
つ
さ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ど
の
よ
う
に
予
防
す
る
の
？

①
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
実
施

・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
た
ら
他
の

人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス

ク
の
着
用
を
徹
底
す
る
。

・
鼻
汁
や
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ
に
ふ
た
付
き

の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。

②
手
洗
い
う
が
い
の
徹
底

・
外
出
先
か
ら
帰
宅
し
た
際
は
念

入
り
に
手
洗
い
う
が
い
を
す
る
。

③
流
行
し
た
際
の
行
動
は
？

・
不
用
意
な
外
出
は
で
き
る
限
り

避
け
る
。

・
外
出
時
に
は
必
ず
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事

予防接種

や
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

・
室
内
温
度
や
湿
度
を
調
整
す
る
。

●
予
防
接
種
費
用
の
助
成
制
度

■
対
象
者

①
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

　
（
接
種
の
際
は
送
付
し
た
予
診

票
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
が

あ
る
方
（
希
望
者
は
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
、
健
康
づ
く

り
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

■
助
成
金
額

　

２
，
５
０
０
円
ま
で

※
医
療
機
関
に
よ
り
費
用
が
異
な

り
、
２
，
５
０
０
円
を
超
え
る

差
額
は
、
医
療
機
関
窓
口
に
て

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
実
施
期
間
お
よ
び
指
定
医
療
機

関
以
外
で
接
種
の
場
合
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
等
詳
細
は
広
報
10
月

号
Ｐ
５
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は
、
肺
炎

球
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
こ
の
菌

は
、
主
に
気
道
の
分
泌
物
に
含
ま

れ
、
唾
液
な
ど
を
通
じ
て
飛
沫
感

染
し
ま
す
。

　
本
年
度
対
象
の
方
で
接
種
希
望

の
あ
る
方
は
、
翌
年
度
以
降
は
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

早
期
に
予
防
接
種
を
実
施
し
、
肺

炎
の
発
症
お
よ
び
重
症
化
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
接
種
費
用
の
助
成
制
度

■
令
和
元
年
度
定
期
接
種
対
象
者

①
令
和
２
年
３
月
31
日
の
時
点
で
、

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０

歳
以
上
の
方
で
過
去
に
一
度
も

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
が
な
い
方

　
（
接
種
の
際
は
送
付
し
た
予
診

票
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
が

あ
る
方
で
過
去
に
一
度
も
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ

と
が
な
い
方
（
希
望
者
は
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
参
し
、
健
康

づ
く
り
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。）

■
助
成
金
額

　

接
種
費
用
の
１
／
２
（
上
限

４
，
０
０
０
円
、
１
０
０
円
未
満

切
捨
）

※
実
施
期
間
お
よ
び
指
定
医
療
機

関
以
外
で
の
接
種
の
場
合
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
接

種
後
に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事

例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
、
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し

控
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
７
年
度
か

ら
18
年
度
に
生
ま
れ
た
方
は
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
等
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
18
歳
と
な
る
方
（
平

成
13
年
度
生
ま
れ
の
方
）
に
つ

い
て
は
、
第
２
期
接
種
の
ご
案

内
を
５
月
中
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
公
費
接
種
期
間
や
接
種
間
隔

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ

く
り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
接
種
の
際
に
は
事
前

に
医
療
機
関
に
ご

予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

 

日
本
脳
炎
の

 

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
予
防
接
種  　
　
　
　

  　
　
は
お
済
み
で
す
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
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ウェルネスポイント・ジェネリック
　
今
年
度
４
月
頃
か
ら
「
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ポ
イ
ン
ト
（
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
）
」
を
始
め
た
方
は
、
そ
ろ

そ
ろ
20
ポ
イ
ン
ト
た
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
該
当
事
業
に
参
加
し
、
20

ポ
イ
ン
ト
以
上
を
達
成
し
た
方
に

記
念
品
（
１
，
０
０
０
円
分
の
ク

オ
カ
ー
ド
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
市
の
健
（
検
）
診
以
外
の
個
人

で
受
け
た
健
（
検
）
診
や
歯
科
健

診
に
つ
い
て
も
対
象
に
な
り
ま

す
。
多
く
の
方
の
ポ
イ
ン
ト
達
成

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限

　
ポ
イ
ン
ト
開
始
日
か
ら
１
年
間

■
対
象
者

　
19
歳
以
上
の
市
民
の
方

　
（
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
）

■
持
ち
物　
ポ
イ
ン
ト
手
帳

　
（
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
健

　
　
康
診
断
の
結
果
な
ど
）

■
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

保
健
指
導
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
　
　
　
　
　

２
３
‐
４
３
１
６

【ウェルネスポイント】 健
康
的
な
体
と
と
も
に
記
念
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

 「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト（
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
）」の
お
知
ら
せ

ウェルネスポイント対象メニュー 獲得ポイント数
健（検）診関係

　特定（一般）健診 ２Ｐ
　がん検診 ２Ｐ（１項目以上）
　女性特有（乳・子宮）がん検診 ２Ｐ（１項目以上）
　歯科健診 ２Ｐ（年２回まで）
　子どもの乳幼児健診・教室 ２Ｐ

市主催ウォーキング
　武田の里ウォーク（春・秋） 各２Ｐ
　にらさきいきいきウォーキング（春・秋・冬） 各２Ｐ

市主催イベント
　歯の衛生週間無料相談 ２Ｐ
　武田の里フェスタ（スタンプラリー達成者） ２Ｐ
　健康づくり課主催の健康に関する講演会 ２Ｐ
　市役所献血（4･8･12 月） ２Ｐ

子育て支援センターイベント
　ママのためのクッキング教室 ２Ｐ
　にら歩歩くらぶ ２Ｐ

個人の取り組み（自分で目標設定 : 自分で健康のために取り組む内容）
　（例）ラジオ体操　

週１回以上を
１か月実施 ２Ｐ　血圧・体重測定

　間食を食べない　　等
⇒ポイント手帳のカレンダーに目標達成した日に○をする。
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市民バス
　
市
民
バ
ス
竜
岡
線
が
１
月
20
日
か
ら
次
の
と
お
り
時
刻
表

と
運
行
ル
ー
ト
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

新
し
い
時
刻
表
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
竜

岡
線
バ
ス
内
で
取
得
で
き
ま
す
。

【
竜
岡
線
に
関
す
る
お
願
い
】

①
両
替
機
が
あ
り
ま
せ
ん

　
ワ
ゴ
ン
型
の
バ
ス
に
は
、
両
替

機
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
釣
り
が
で

な
い
よ
う
に
、
事
前
に
小
銭
の
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
市
民
バ
ス
の
安
全
運
行
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　
龍
岡
町
地
区
内
は
、
道
幅
が
狭

い
箇
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
車
の

運
転
時
に
市
民
バ
ス
と
対
面
し
た

場
合
は
、
市
民
バ
ス
の
安
全
運
行

を
行
う
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
竜
岡
線
の
利
用
方
法
】

①
バ
ス
が
近
づ
い
て
き
た
ら
手
を

　
挙
げ
て
乗
車
の
意
思
を
伝
え
る
。

②
降
り
る
バ
ス
停
（
も
し
く
は
行

　
き
た
い
場
所
）
を
伝
え
る
。

③
降
り
る
際
に
、運
賃
箱
へ
料
金

（
２
０
０
円
・１
０
０
円
）を
入
れ

る
。

船山橋

武田橋

韮崎西中学校

韮崎工業高等学校

韮崎市役所

Ｒ20

県道42号県道603号

市
道

大
草

１
号

線

【新設】
　県営若尾団地前

【新設】
　定住促進住宅前

新規運行ルート：

現行運行ルート：

文

文

【廃止】船山橋

【廃止】
 定住促進住宅入口

すずらん保育園

市営若尾住宅
県営若尾団地

韮崎市
老人福祉センター

秋山脳外科

N

 
市
民
バ
ス
竜
岡
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

  
お
よ
び
運
行
ル
ー
ト
変
更
の
お
知
ら
せ

韮崎市立病院行
バス停名 発車（通過）時間

竜岡中央公民館 〇 6:43 7:48 10:06 13:16 17:21
越道公民館 〇 6:45 7:50 10:08 13:18 17:23
スカイタウン公民館 〇 6:46 7:51 10:09 13:19 17:24
真葛 〇 6:48 7:53 10:11 13:21 17:26
坂の上 〇 6:51 7:56 10:14 13:24 17:29
坂の上北 〇 6:53 7:58 10:16 13:26 17:31
力石入口 〇 6:54 7:59 10:17 13:27 17:32
若尾新田南 〇 6:55 8:00 10:18 13:28 17:33
定住促進住宅前 〇 6:56 8:01 10:19 13:29 17:34
県営若尾団地前 〇 7:01 8:06 10:24 13:34 17:39
韮崎市役所前 〇 7:06 8:16 10:26 13:36 17:41
韮崎駅 〇 7:10 8:20 10:30 13:40 17:45
ライフガーデンにらさき - - 10:33 13:43 17:48
平和観音入口 - 8:22 10:35 13:45 17:50
山梨中央銀行前 - 8:24 10:37 13:47 17:52
韮崎小学校 - 8:25 10:38 13:48 17:53
保健福祉センター - 8:27 10:40 13:50 17:55
韮崎市立病院 - 8:28 10:41 13:51 17:56

竜岡中央公民館行
バス停名 発車（通過）時間

韮崎市立病院 - 9:26 12:16 16:26 〇 18:06
保健福祉センター - 9:27 12:17 16:27 〇 18:07
韮崎小学校 - 9:28 12:18 16:28 〇 18:08
山梨中央銀行前 - 9:29 12:19 16:29 〇 18:09
韮崎駅 7:12 9:30 12:20 16:30 〇 18:10
ライフガーデンにらさき - 9:33 12:23 16:33 〇 18:13
平和観音入口 7:14 9:35 12:25 16:35 〇 18:15
韮崎市役所前 7:17 9:38 12:28 16:38 〇 18:18
県営若尾団地前 7:19 9:40 12:30 16:40 〇 18:20
定住促進住宅前 7:24 9:45 12:35 16:45 〇 18:25
若尾新田南 7:25 9:46 12:36 16:46 〇 18:26
力石入口 7:26 9:47 12:37 16:47 〇 18:27
坂の上北 7:27 9:48 12:38 16:48 〇 18:28
坂の上 7:28 9:49 12:39 16:49 〇 18:29
真葛 7:31 9:52 12:42 16:52 〇 18:32
スカイタウン公民館 7:33 9:54 12:44 16:54 〇 18:34
越道公民館 7:35 9:56 12:46 16:56 〇 18:36
竜岡中央公民館 7:37 9:58 12:48 16:58 〇 18:38

自
由
乗
降
区
間

自
由
乗
降
区
間

ルート

時刻表

市民バス竜岡線　運行ルート図
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・ 

バ
ス
停
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
道
路
の

一
方
に
し
か
バ
ス
停
が
な
い
場
合
に

は
、
対
向
車
線
の
バ
ス
停
の
正
面
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

・ 

目
的
の
バ
ス
が
来
た
ら
、
乗
車
意
思
の
確
認
の
た
め
、
手
を
挙

げ
る
な
ど
乗
務
員
に
分
か
る
よ
う
に
合
図
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

運
賃
は
降
車
時
の
精
算
で
す
。
釣
り
銭
が
出
な
い
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
小
銭
の
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

安
全
の
た
め
、
走
行
中
の
移
動
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
降
車
の

際
も
、
バ
ス
が
停
車
し
て
か
ら
移
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

自
由
乗
降
区
間
で
あ
っ
て
も
、
降
り
る
場
所

が
近
い
乗
客
が
い
る
場
合
は
、
出
来
得
る
限

り
同
じ
場
所
で
降
車
願
い
ま
す
。

・
自
由
乗
降
区
間
等
に
お
い
て
、
バ
ス
停
が
な
い
場
所
で
あ
っ
て

も
、
バ
ス
が
停
車
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
等
で
市

民
バ
ス
の
後
ろ
を
走
行
す
る
際
は
、
十
分
に
車
間
距
離
を

と
っ
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

・
運
行
ル
ー
ト
上
の
道
路
に
草
木
が
出
て
い
る
と
、
事
故
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
伐
採
等
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
、
路
線
、
車
両
に
よ
っ
て
異
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
や
市
民
バ
ス
へ
の
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市民バス

 
市
民
バ
ス「
料
金
割
引
」の
紹
介
‼

　
市
で
は
市
民
バ
ス
を
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
小
児
（
※
）・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
運
賃
割
引
な
ど
各
種
割
引
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。（
※
）
小
児
：
小
学
生
以
下

■
Ｐ
８
～
９
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当
（
内
線
３
５
５
）

　

小
児
・
中
学
生
パ
ス
お
よ
び
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
パ
ス
は
山
梨

交
通
㈱
韮
崎
営
業
所
ま
た
は
山
梨

交
通
韮
崎
駅
前
案
内
所
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

※
購
入
さ
れ
た
フ
リ
ー
パ
ス
は
払

戻
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
購
入
時
に
必
要
な
も
の

○
小
児
・
中
学
生
パ
ス

　
印
鑑
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

　
生
証

○
高
齢
者
パ
ス

　
印
鑑
、
年
齢
が
わ
か
る
証
明
書

　
（
保
険
証
、
免
許
証
等
）

○
障
が
い
者
パ
ス

　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳

■
フ
リ
ー
パ
ス
購
入
場
所　

　
山
梨
交
通
㈱
韮
崎
営
業
所

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
２
５
１
１

　
山
梨
交
通
韮
崎
駅
前
案
内
所

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
５
１
５
６

　
市
民
バ
ス
の
通
学
利
用
の
活
性

化
と
、
将
来
的
に
市
民
バ
ス
利
用

者
と
な
り
得
る
世
代
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
小
児
・
中
学
生
割

引
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象　
小
児
お
よ
び
中
学
生

■
料
金　
全
区
間
１
回
１
０
０
円

※
こ
れ
ま
で
の
小
児
運
賃
（
運
賃

　
半
額
）
に
よ
り
、
１
０
０
円
を

　
下
回
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
年
間
フ
リ
ー
パ
ス

　
　
　
　
　
　

２
１
，
６
０
０
円

※
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
は
年
度
内
で

　
の
利
用
と
な
り
ま
す
の
で
有
効

　
期
間
は
４
月
１
日
～
翌
年
３
月

　
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者
の
確
認
方
法

小
学
生
以
下
…
口
頭
に
よ
る
申
告

中
学
生
…
着
用
の
制
服
、
学
校
長

が
発
行
す
る
学
生
証
の
提
示

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
買
い
物

や
、
通
院
な
ど
、
移
動
に
伴
う
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
割
引
を
実
施
し

ま
す
。

　
学
生
の
夏
休
み
等
長
期
休
暇
に

合
わ
せ
て
、
学
生
を
対
象
に
学
生

割
引
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象　
小
・
中
・
高
・
大
学
生

■
実
施
期
間

　
冬
季
：
12
月
20
日
～
１
月
10
日

　
春
季
：
３
月
19
日
～
４
月
10
日

　
夏
季
：
７
月
20
日
～
８
月
31
日

■
料
金　
全
区
間
１
回
50
円

※
期
間
中
、
利
用
し
た
学
生
に
は

　
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
に
全
利

用
者
を
対
象
に
ホ
リ
デ
ー
割
引
を

実
施
し
ま
す
。

■
対
象　
市
民
バ
ス
利
用
者

■
実
施
日　
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

■
料
金　
全
区
間
１
回
１
０
０
円

　
学
生
割
引
料
金
を
優
先
適
用
し

　
ま
す
。

※
竜
岡
線
は
、
学
生
割
引
の
対
象

　
外
で
す
。

■
対
象　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
・

　
障
害
者
手
帳
所
持
者

■
料
金　
全
区
間
１
回
１
０
０
円

※
こ
れ
ま
で
の
障
が
い
者
運
賃　

　
（
運
賃
半
額
）
に
よ
り
１
０
０
円

　
を
下
回
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
３
か
月
パ
ス　
３
，
０
０
０
円

　
年
間
パ
ス　
１
２
，
０
０
０
円

小
児
・
中
学
生
割
引

ホ
リ
デ
ー
割
引

 

フ
リ
ー
パ
ス
の　
　

　
　

  

購
入
に
つ
い
て

学
生
料
金
割
引

高
齢
者・障
が
い
者
割
引

市
民
バ
ス
に
関
す
る
お
願
い

バ
ス
利
用
時
の
お
願
い

バ
ス
運
行
に
関
す
る
お
願
い
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認知症徘徊SOSネットワーク・譲渡のお尋ね

確
定
申
告
の
前
に「
譲
渡
の
お
尋
ね
」を
！

２
０
１
９
年
中
に
土
地
・
建
物
を
譲
渡
ま
た
は
交
換
し
た
方
へ

　

土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を

売
っ
て
得
た
所
得
は
「
譲
渡
所

得
」
と
し
て
、
確
定
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
（
金
銭
の
や
り
取

り
が
な
く
、
交
換
し
た
場
合
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
申
告
を
し
な
け

れ
ば
、
税
法
上
の
特
例
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
）

　
譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措

置
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
土

地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
ま
た
は
交

換
し
た
方
を
対
象
に
、
あ
ら
か
じ

め
確
定
申
告
の
前
に
、
そ
の
準
備

と
し
て
「
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
」

の
作
成
等
に
関
す
る
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

確
定
申
告
時
で
は
な
く
、

必
ず
事
前
の
相
談
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
！

　
確
定
申
告
の
期
間
中
は
申
告
会

場
が
混
雑
す
る
た
め
、
こ
の
「
譲

渡
の
お
尋
ね
」
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
２
月
か
ら
行
わ
れ
る
市
の

「
確
定
申
告
受
付
」
で
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
税
務
署
に
直
接
申
告
さ

れ
る
方
や
税
理
士
な
ど
に
依
頼
さ

れ
る
方
の
お
越
し
は
不
要
で
す
。

※ 
内
容
に
よ
り
税
務
署
に
ご
案

内
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
１
月
９
日
（
木
）・
10
日
（
金
）

　
午
前
の
部　
９
時
～
12
時

　
午
後
の
部　
13
時
～
16
時

■
場
所

　
市
役
所
１
階　
防
災
会
議
室

■
対
象
者

　
土
地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
あ
る

い
は
、
交
換
さ
れ
た
方
で
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
方

※
市
か
ら
「
譲
渡
に
関
す
る
確
定

　
申
告
予
定
者
」
向
け
に
通
知
を

　
し
ま
す
が
、
そ
の
通
知
の
有
無

　
に
関
わ
ら
ず
土
地
・
建
物
な
ど

　
の
譲
渡
が
あ
っ
た
方
は
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　
売
買
契
約
書
・
取
得
費
や
売
買

に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課 

市
民
税
担
当

　
　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

■
「
認
知
症
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
？

　
市
で
は
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明

と
な
っ
た
認
知
症
の
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
し
、
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
家
族
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
の
「
韮
崎
市
認
知
症
徘
徊

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

■
模
擬
訓
練

　
市
内
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
登
録
者
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
」
と
想
定
し
、

韮
崎
警
察
署
の
協
力
の
も
と
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
捜
索
協
力
機

関
（
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
、
郵
便

局
、
韮
崎
駅
、
消
防
署
、
介
護
事

業
所
）
に
情
報
伝
達
し
、
捜
索
、

発
見
、
保
護
に
つ
い
て
検
証
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
認
知
症

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
一
般
市

民
に
も
捜
索
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
韮
崎
消
防
署

員
に
よ
り
徘
徊
者
役
が
無
事
、
発

見
さ
れ
、
そ
の
後
に
開
催
し
た
認

知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

の
中
で
も
、
地
域
で
の
声
か
け
・

見
守
り
が
重
要
だ
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

■
見
守
り
の
目
を
！

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
地
域
で
の
見
守
り
・
声
か
け
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
困
っ

た
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
る
と

き
に
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
介
護
課
介
護
支
援
担
当

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
３

　
　
　
　
　

２
３
‐
４
３
１
６

認
知
症
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た

　「介護者のつどい」は、介護者同士が
集う場です。日頃の介護相談だけでな
く、介護者ご自身の健康面にも目を向け
る内容になってい
ます。ぜひご参加
ください。
■内容
　①講演「介護者の健康について」
　　講師　訪問看護ステーションほっと
　　　　　ほっと韮崎　塚越 暁美所長
　②個別相談　希望のある方
　※こすもすカフェ（認知症カフェ）と
　　合同開催です
■日時　1月16日（木）
　　　　10時～11時30分
■場所　こすもす本町通りデイサービス
　　　　（にらさき文化村）
■対象者
　在宅介護をされている方、介護に興味
のある方、介護関係者
■定員　10名（要申込・先着順）
■参加費　無料
■問い合わせ
　長寿介護課 介護支援担当
　（地域包括支援センター）
　☎23-4313　　23-4316

介護者のつどいを
開催します
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民生委員・児童委員

新 民生委員・児童委員および主任児童委員が委嘱されました

■問い合わせ　福祉課 社会福祉担当（内線 181）

町　名 担 当 地 区 氏　名

藤　井

絵見堂・鳥居 花澤　秀夫
駒井 戸島　敏子
上野 上野　梅男
坂井 志村　泰元
北下条 小澤　　力
北下條団地 向山　知夫
相垈・
サンコーポラス藤井 金丸光太郎

南下条 八巻　邦久
蔵の前・道下 小林　　実
主任児童委員 中瀨　友子
主任児童委員 八巻　若奈

中　田

中条一区 八代　久枝
中条二区 仲田　洋子
中条三区 松井　伴江
中条四区 山岸久美子
小田川五区 古屋　秀子
小田川六区 新藤　隆子
主任児童委員 比志美津江
主任児童委員 加藤真奈美

穴　山

石水 長坂　泰子
夏目 新藤　早苗
次第窪 兵藤　征子
伊藤窪 小林　諭代
重久 矢ヶ崎治代
久保 藤原惠美子
主任児童委員 佐々眞由美
主任児童委員 堀井　幸子

円　野

上円井上 内藤恵利子
上円井下 小室　春美
下円井 細田　光子
宇波円井 松井　真弓
入戸野 一木　芳惠
主任児童委員 野田美千子
主任児童委員 根岸　聖子

清　哲

折居・おりい台 小澤　昭夫
青木 加賀爪敬子
中谷 田邊　　清
御杉 内藤由紀江
主任児童委員 有沢千花子
主任児童委員 田邊　利彦

町　名 担 当 地 区 氏　名

神　山

武田 功刀　好惠

北宮地 内藤　米子

鍋山 大村早百合

御堂 樋口　悦子

主任児童委員 堀内　里花

主任児童委員 内藤みゆき

旭

北原・旭団地 平原　新也

山口 木下　菊江

鋳物師屋 飯野　一伸

宮下 花輪　成美

小曽根・鍛冶屋 髙根登貴子

すずらん団地 水野勢津子

山寺・竹ノ内 吉岡　栄子
久保・湯舟
（県営団地） 山本　栄子

主任児童委員 春日みゆき

主任児童委員 堀内　美幸

大　草

若尾　　　　　　　 飯野　数磨

若尾 齊藤　幸子

若尾団地 井上　良子

羽根 山本みとし

西割 赤澤　清女

町屋 漆原　信夫

主任児童委員 清水　文江

主任児童委員 飯野　美幸

龍　岡

若尾新田
（雇用促進以北） 清水一二三

若尾新田
（雇用促進以南） 窪田　和江

坂の上（国道東） 饗場　　守

坂の上（国道西） 堀川　房江

石宮・サンステージ 守屋　良子

真葛 千野志げ美
越道・
みだいスカイタウン 牛丸　　修

主任児童委員 野口智惠美

主任児童委員 山田真由美

町　名 担 当 地 区 氏　名

韮　崎

一丁目 小林早百合
二丁目 岩下　美枝
中宿 保坂　孝夫
下宿 鈴木　雅美
五丁目 小池ひろみ
旭町 久保田文雄
水神一丁目 白倉　和文
水神二丁目 平賀ひとみ
西町　　　　　　　 古屋美紀子
若宮一丁目 平賀　寛治
若宮二丁目 向山　敬一
若宮三丁目 森田ひとみ
天神町 牛山二美子
日の出町 中村由美子
富士見一丁目 牧田惠美子
富士見二丁目 毛利　京子
富士見三丁目 小尾美律子
岩下 岩下　英子
上ノ山 山田　　勤
祖母石 内藤みどり
祖母石団地 加藤　幸枝
一ツ谷 平賀　直紀
富士見ヶ丘 山本　好子
中島一丁目 仲澤　昭子
中島二丁目 小中澤美子
高河原 久保田　厚
主任児童委員 清水　歌子
主任児童委員 小泉　賢子

穂　坂

宮久保 横森　英子
飯米場・鳥ノ小池 向山　三樹
権現沢・上の原 大原　和明
日之城 仲澤喜一郎
三之蔵 曽雌由香里
三ツ澤 横森武千代
柳平 西野　正男
上今井・長久保・原 石川　元廣
主任児童委員 曽雌　英人
主任児童委員 名取　美保

　新たな民生委員・児童委員89名、主任児童委員22名が委嘱（任期：令和元年12月1日～令和4年11月30日）
されました。地域福祉向上のため、住民と関係機関の橋渡し役を担っていただく方々です。
　日常生活で困ったことがありましたら、守秘義務が課せられていますので、お気軽にご相談ください。
　連絡先がご不明な場合は、担当までお問い合わせください。
  民生委員・児童委員の活動
◦地域住民が抱える問題について、相談者の立場で親身に相談に応じます。
◦社会福祉サービスについて、必要な方へのご案内および関係機関、団体とのパイプ役を務めます。
◦地域の世話役として、地域の実情を把握するため、訪問活動、見守り活動を行います。
  主任児童委員の活動
◦民生委員・児童委員の中で、児童福祉を専門に活動します。
◦学校等と家庭、行政を結び、問題解決を図るための活動を行います。
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南アルプスユネスコエコパーク登録5周年記念事業

普段の生活の中にユネスコエコパークはあふれている… 
今回の講座は、南アルプスを中心に活躍している講師陣 
による進行とクロストークで行います。 
会場を巻き込んだ３人のトークの展開をお楽しみに！ 

■記念コンサート（15:30～）
①韮崎工業高等学校太鼓部
②風カヲル時
③erica

■取り組み発表会（13:30～）
①アジア航測株式会社（北杜市）
②韮崎高等学校環境科学部（韮崎市）
③巨摩高等学校／白根高等学校（南アルプス市）
④ＮＰＯ法人早川エコファーム（早川町）

　産業観光課 観光担当（内線 213・214）
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にらさき遺産めぐり
　
令
和
元
年
11
月
15
日
に
、
国
の

文
化
審
議
会
に
よ
っ
て
神
山
町
鍋

山
に
あ
る
「
大
村
家
住
宅
」
が
国

登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
答
申
さ

れ
ま
し
た
。
正
式
な
登
録
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
、
「
大
村
家
住
宅
」

が
歴
史
的
文
化
的
な
価
値
の
あ
る

建
造
物
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
神
山
町
は
、
東
西
に
釜
無
川
の

支
流
（
甘
利
沢
川
と
白
沢
）
が
流

れ
、
や
や
起
伏
の
あ
る
農
村
景
観

を
残
し
、
農
業
お
よ
び
養
蚕
業
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域
で
す
。
大

村
家
は
江
戸
時
代
後
期
（
文
政
年

間
）
以
前
か
ら
代
々
農
業
を
営
ん

で
き
ま
し
た
。

   

主
屋
に
つ
い
て 

　
木
造
１
階
建
て
の
切
妻
造
、
桟
瓦
葺
で
、
桁
行
８
間
、
梁
間
上
屋
柱
間

４
間
あ
り
ま
す
。
明
治
40
年
ご
ろ
に
建
築
さ
れ
、
昭
和
30
年
頃
と
平
成
２

年
頃
に
大
き
な
改
修
や
増
改
築
が
行
わ
れ
た
建
物
で
す
。
桁
行
の
北
側
で

は
奥
行
き
１
尺
、
南
側
で
は
３
尺
半
の
位
置
に
柱
を
設
け
て
い
て
、
北
側

は
ト
コ
や
収
納
、
南
側
は
縁
側
の
廊
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
内
の
間

取
り
は
、
東
側
に
ド
マ
が
あ
り
、
ド
マ
に
沿
っ
て
南
北
に
板
間
が
２
室

（
イ
マ
）
、
そ
の
奥

に
南
北
に
６
畳
間
が

２
室
（
イ
マ
と
ナ
ン

ド
）
、
さ
ら
に
奥
に

８
畳
間
が
２
室
（
ザ

シ
キ
）
続
い
て
い
ま

す
。
南
北
に
ザ
シ
キ

の
空
間
が
並
ぶ
も
の

は
鍵
ザ
シ
キ
型
と
よ

ば
れ
、
神
山
町
内
で

は
幕
末
か
ら
明
治
時

代
に
さ
か
の
ぼ
る
建

物
に
多
く
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
土
間
と
板
間
の
境

に
８
寸
角
の
大
黒
柱

が
あ
り
、
そ
の
西
側

に
は
５
寸
×
６
寸
の

小
黒
柱
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他

の
柱
は
４
寸
角
の
も

の
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
２
つ
の
柱
が
こ

の
建
物
中
で
も
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
主
屋
は
建
設
当
初
か
ら
平
成
２

年
頃
ま
で
は
家
族
住
ま
い
の
住
宅

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
２
年
以
降
は
、
現
当
主

の
大
村
智
氏
に
よ
っ
て
螢
雪
寮
と

名
付
け
ら
れ
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
を

集
め
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
す

る
学
び
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
市
内
の
民
間
組

織
が
螢
雪
寮
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し

た
活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

土
蔵
に
つ
い
て

　
木
造
２
階
建
て
の
切
妻
造
、
桟

瓦
葺
で
、
南
北
に
長
く
桁
行
５
間
、

梁
間
２
．
５
間
あ
り
ま
す
。
大
正

５
年
頃
に
建
築
さ
れ
、
主
屋
と
同

様
に
昭
和
30
年
頃
と
平
成
２
年
頃

に
改
修
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
設
当
初
は
、
１
階
で
は
米
を

主
と
し
た
貯
蔵
や
農
機
具
等
の
保

管
、
２
階
を
養
蚕
用
の
桑
の
葉
を

主
と
し
た
貯
蔵
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
戦
中
に
疎

開
者
受
け
入
れ
の
た
め
に
２
階
に

和
室
を
２
部
屋
設
け
、
戦
後
は
養

蚕
繁
忙
期
の
家
族
の
寝
所
や
勉
強

部
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
村
家
住
宅
は
、
神
山
地
域
の

大
型
農
家
の
典
型
的
な
建
造
物

で
、
近
代
の
農
村
景
観
を
形
作
っ

た
重
要
な
建
物
で
あ
り
、
神
山
地

域
ひ
い
て
は
韮
崎
市
の
歴
史
・
文

化
の
歩
み
を
伝
え
る
貴
重
な
建
物

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
今
回
の
答

申
は
、
そ
の
価
値
を
末
永
く
語
り

継
ぎ
、
守
り
続
け
る
き
っ
か
け
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
（
文
化
財
担
当　
閏
間
）

▲大村家住宅「主屋」

▼「主屋」の間取り

▲「主屋」土間からオクザシキ

▲大村家住宅「土蔵」

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り

　第

　回
33

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り

　第

　回
33
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

　11月8日（金）に秋季火災予防運動の一環として、すずらん
保育園で幼年消防イベントが行われました。このイベントは、火
災が発生しやすい時期を前に、火災予防の教育や地域住民の火災
予防の啓発を目的としています。当日は園児たちによるパレード
のほか、園児たちが火災予防に対する願いを書いた短冊を付けた
風船を飛ばしました。「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」
の標語のもと、皆さんも火災予防に努めましょう。

　11月12日（火）、令和元年度市政功労者への表彰状並びに感
謝状贈呈式を執り行いました。今回受賞された皆さんは、広報
11月号で紹介させていただいたとおり、様々な分野で長年にわ
たりご活躍いただいた個人・団体の皆さんで、いずれの方も優れ
た業績を残されました。
　今後も市政発展のため、お力添えをお願いします。受賞者の皆
さん、この度はおめでとうございます。　

　11月3日（日）、穴山屋内運動場で「第35回穴山町生涯学習
推進の集い」、「第40回福祉と文化祭り」が開催されました。
　この日は地域の方々による伝統芸能「獅子舞」の披露や各種発
表、作品展示が行われたほか、大村智博士を招いて「私の半生
記」をテーマに講演が行われました。講演では幼少期から現在ま
での博士の半生とともに、成功を成し遂げるために必要な姿勢に
ついて語られ、来場者の皆さんは、真剣に耳を傾けました。

　11月9日（土）、10日（日）、東京エレクトロン韮崎文化
ホールで恒例の生涯学習フェスタを開催しました。2日間にわた
り、公民館や文化協会、園児・小中高生が日頃の活動の成果を披
露しました。
　また、「みんなで創るにらさきの文化プロジェクト」による創
作歴史劇「王仁塚物語」も上演されました。脚本、出演者、演奏
等、市民の方々が様々な形で参加し、来場者を楽しませました。

　ワイン審査会「第22回ジャパン・ワイン・チャレンジ2019」
が開催され、世界31か国から出品された1,242点のワインから本
坊酒造㈱マルス穂坂ワイナリーの「シャトーマルス 甲州 穂坂収
穫 2018」が白ワイン部門で最優秀賞を受賞しました。このワイ
ンは同社が穂坂町に設けた施設で市内のぶどうを原料に高低差を
利用した製法で初めて醸造したものです。この度の受賞で、本市
がワイン醸造に適した地であることも証明していただきました。

韮崎産ワインが国際的な審査会で最優秀賞受賞

博士の半生から学ぶ　生涯学習推進の集い

生涯学習フェスタ’19開催

ひとつずつ いいね！で確認 火の用心

市政に功績のあった方々を表彰
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まちかどトピックス
MACHIKADO TOPICS

　11月13日（水）、韮崎消費生活研究会は韮崎甘利小学校の授
業参観で5年生の児童とその保護者を対象に、インターネット利
用アドバイザーの菅野泰彦氏を講師に招いて「山梨県消費生活地
域講座～スマホ・ネットの安心な使い方～」を開催しました。イ
ンターネットが急速に普及している今、これからの未来を担う子
どもたちにインターネットとの上手な付き合い方について紹介し
ました。

　11月21日（木）、建設業をより広く知ってもらうことを目的に開催さ
れている「未来を創造する建設業『私たちの主張』作文コンクール」で
国土交通大臣賞を受賞した富士島建設㈱の小野知恵さんが受賞の
報告に来庁されました。
　2017年に建設業界に転職した小野さん。今、建設業従事者の一人
として働けるようになったのは社内の皆さんのサポートのおかげとの
ことから、その感謝の気持ちを作文を通して伝えたかったそうです。

　11月29日（金）、韮崎市人権擁護員会は、友だちや命の大切
さについて考えてもらうため、韮崎小学校で行われた全校一斉の
道徳の公開授業にゲストティーチャーとして参加しました。
　5、6年生の授業に参加し、温かい言葉遣いや親切な行動な
ど、相手の立場に立って行動する心情を育てるための授業を、担
任の先生とともに実施しました。児童は真剣に話に耳を傾け、優
しい気持ちでいっぱいの授業となりました。

　11月17日（日）、東京エレクトロン韮崎文化ホールで、第11回
韮崎市減災フォーラムを開催しました。東京大学大学院情報学環
特任教授で日本災害情報学会会長の片田敏孝氏を講師に招い
た基調講演では、近年厳しさを増している自然災害の実情とこれ
からの防災に求められることなどについて講演されました。片田
氏は、「防災はまちづくりでもある。地域で、家庭で、絶対に犠牲
者を出さないんだと思い合うことが大切だ。」とお話されました。

　11月26日（火）、第43回全国高等学校総合文化祭 自然科学部
門研究発表物理部門で最優秀賞を受賞した韮崎高等学校物理化学
部（小関光太部長）および第41回全国高等学校総合文化祭 自然
科学部門ポスター発表部門で最優秀賞を受賞した韮崎高等学校生
物研究部に、市民の皆さんに明るい希望を与え、市のイメージ
アップにも貢献していただいたことから、その功績を称え、市長
特別表彰を授与しました。　

インターネットとうまく付き合うために

厳しさを増す災害に向かい合う

韮崎市長特別表彰を授与

建設業に誇りを　作文コンクールで大臣賞

小学校の道徳の授業で人権啓発
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豆
ま
き

　
ニ
コ
リ
に
鬼
と
お
す
も
う
さ
ん

が
や
っ
て
く
る
！

■
日
時　
２
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
14
時
頃

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
協
力　
雲
岸
寺
成
田
講
節
分
会

『
世
界
の
国
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
２
０
２
０
』
展
示

　
日
本
で
は
令
和
初
の
お
正
月
で

す
。
そ
こ
で
世
界
の
お
正
月
や
お

祭
り
、
民
俗
衣
装
、
お
正
月
料
理
、

お
も
て
な
し
な
ど
、
世
界
の
行
事

の
あ
れ
こ
れ
を
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

　
１
月
４
日
（
土
）
～
30
日
（
木
）

放
送
大
学
公
開
講
座
（
無
料
）

「
〝
Ｅ
ｘ
ｅ
ｒ
ｃ
ｉ
ｓ
ｅ　
ｉ
ｓ

　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
〟
運
動
は

「
万
能
薬
」
な
の
か
？
」

　
「
元
気
に
長
生
き
」
は
万
人
の

願
い
で
す
。
最
近
の
研
究
で
、
運

動
が
体
内
で
様
々
な
反
応
を
引
き

起
こ
す
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
、
認
知
症
な
ど
の
病
気
に
対

し
て
も
、
運
動
が
有
効
に
働
く
可

能
性
が
出
て
き
ま

し
た
。
本
講
座
で

は
運
動
の
奥
深
さ

に
触
れ
、
実
際
に

体
を
動
か
し
て
み

ま
す
。

■
講
師　
小
山　
勝
弘
氏

　
　
　
　
（
放
送
大
学
客
員
教
授

　
　
　
　
　
・
山
梨
大
学
教
授
）

■
日
時　
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
定
員　
50
名
程
度

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

お
は
な
し
会
と
折
り
紙
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
不
要
）

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
、
折
り
紙
作
り
な
ど

■
日
時　
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
対
象　
幼
児
～
小
学
校
低
学
年

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

■
日
時　
１
月
18
日 

（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

「
永
訣
の
朝
」   

宮
沢　
賢
治
作

　
　
　
　
朗
読　
㓛
刀　
朝
香
氏

「
す
ば
ら
し
い
雲
」

　
　
　
　
　
　
　
深
田　
久
弥
作

　
　
　
　
朗
読　
嶋
津　
信
重
氏

「
脳
内
革
命
」　
春
山　
茂
雄
作

　
　
　
　
朗
読　
小
林　
方
子
氏

だ
っ
こ
の
会
（
申
込
不
要
）

　
わ
ら
べ
歌
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

■
日
時　
１
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
11
時
～
11
時
30
分

■
対
象　
乳
幼
児

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
『
ワ
イ
ン
と

お
・
も
・
て
・
な
・
し
～
プ
ロ
ト

コ
ー
ル
と
日
本
人
の
真
心
～
』

　
昨
年
に
続
き
、
大
好
評
だ
っ
た

ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　
第
３
弾
と
な

る
今
回
は
、
マ

ル
ス
穂
坂
ワ
イ

ナ
リ
ー　
ワ
イ
ン
バ
ー
＆
シ
ョ
ッ

プ
支
配
人
で
ソ
ム
リ
エ
で
も
あ
る

佐
藤
靖
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

ワ
イ
ン
と
お
も
て
な
し
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

■
講
師　
佐
藤　
靖
氏

■
日
時　
１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
都
、
東

京
大
手
町
で
会
社
勤
め
を
し
て
い

た
中
村
良
行
さ
ん
は
、
区
民
農
園

で
の
野
菜
作
り
の
楽
し
さ
に
引
か

れ
、
退
職
後
は
自
然
が
豊
か
な
地

で
農
業
を
通
じ
て
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
を
送
り
た
い
と
、
昨
年
４
月
に

穂
坂
町
宮
久
保
の
空
き
家
物
件
へ

移
住
し
て
き
ま
し
た
。

移
住
の
き
っ
か
け
は
？

　
定
年
が
近
く
な
っ
た
３
年
ほ
ど

前
か
ら
、
移
住
地
探
し
を
開
始
。

や
ま
な
し
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
移
住
相
談
で
韮
崎
市
を
紹
介

さ
れ
、
縁
あ
っ
て
、
大
村
智
博
士

の
生
家
「
螢
雪
寮
」
を
利
用
し
な

が
ら
週
末
農
業
で
野
菜
作
り
を
ス

タ
ー
ト
し
、
自
然
や
地
域
の
方
々

の
優
し
さ
に
触
れ
る
う
ち
に
、
こ

の
地
へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

現
在
は
何
を
？

　
「
畑
を
借
り
て
、
ぶ
ど
う
栽
培

を
し
て
み
な
い
？
」
と
の
声
掛
け

が
き
っ
か
け
で
、
上
ノ
山
で
ぶ
ど

う
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

韮
崎
で
の
生
活
は
？

　

韮
崎
は
、
東
京
に
近
く
、
豊
か

な
自
然
環
境
が
広
が
る
中
で
も
生

活
に
不
便
は
な
く
、
ま
さ
に
「
ほ

ど
よ
い
田
舎
」
で
「
ち
ょ
う
ど
い
い

暮
ら
し
」
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。

移
住
に
反
対
だ
っ
た
妻
も
、
毎
週

末
、
私
が
韮
崎
へ
通
う
姿
を
見
て

理
解
を
示
し
、
ぶ
ど
う
作
り
の
手

伝
い
に
も
幾
度
と
な
く
来
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
社
時
代
の
仲
間
や

妻
の
友
達
も
手
伝
い
に
来
て
、
韮

崎
で
の
農
作
業
と
風
光
明
媚
な
自

然
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
？

　
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た

多
く
の
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
と
、

都
会
の
方
々
へ
韮
崎
の
自
然
や
農

業
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
分
で
栽
培
し
た
ぶ
ど
う

で
ワ
イ
ン
を
造
る
「
ド
メ
ー
ヌ
」

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

「
移
住
の
決
め
手
は

　
　
　
　
豊
か
な
自
然
と
人
と
の
繋
が
り
」

穂
坂
町　

中
村　

良
行 

さ
ん

5
vol.

イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ
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広報にらさき

ブ
ロ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
動
企
画

新
春
福
引
き
大
会

　
　
　
　
（
予
約
不
要
・
無
料
）

　
毎
月
１
回
、
に
ら
★
ち
び
３
階

と
２
階
の
「
０
歳
児
ひ
ろ
ば
」
で

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
40
名
程
度

■
申
込
み　
１
月
４
日
（
土
）
よ

　
り
、
図
書
館
内
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

　
た
は
電
話
に
て
受
付

※
申
込
時
に
試
飲
の
有
無
を
確
認

　
し
ま
す
。

※
試
飲
さ
れ
る
方
の
自
動
車
等
の

運
転
は
、
固
く
お
断
り
し
ま

す
。
当
日
確
認
書
に
署
名
を
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
な
び
ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」（
無
料
）

　
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る

会
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み

た
い
方
や
お
友
達
を
作
り
た
い
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
（
申
込
不
要
）

■
日
時　
１
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
１

　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

知っ得！食育ひろば－食改推の簡単レシピ！－　～毎月 19 日は「食育の日」～

ゴマの風味を生かして塩分カット
「小松菜の白和えゴマ風味」

ポイント！
①栄養満点の小松菜を使うことで、鉄分やカルシウムもＵＰします。
②ねりゴマを使用し、歯にもやさしい一品です。

【
作
り
方
】

①
小
松
菜
は
ゆ
で
て
、
水
気
を
し

　
ぼ
り
、
２
㎝
に
切
る
。

②
人
参
は
千
切
り
に
し
て
ゆ
で
て

　
水
気
を
き
る
。

③
豆
腐
は
ゆ
で
て
水
切
り
を
し
て

　
つ
ぶ
す
。

④
ボ
ウ
ル
に
小
松
菜
、
人
参
、
Ａ

　
（
み
そ
、
砂
糖
、
ね
り
ゴ
マ
）
を

　
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑤
④
に
豆
腐
を
和
え
て
器
に
盛
る
。

【
栄
養
量　
（
１
人
分
）】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
１
５
２
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
０
．
８
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

【材料（1人分）】
・小松菜…………………1/2束
・人参……………………1/5本
・木綿豆腐………………1/6丁
・（Ａ）みそ…………小さじ1
・（Ａ）砂糖…………小さじ1
・（Ａ）ねりゴマ ………10ℊ

行
わ
れ
て
い
る
「
ブ
ロ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
。
１
月
は
福
引
き
大
会

で
運
試
し
！

■
日
時　
１
月
７
日
（
火
）

　
～
17
日
（
金
）
10
時
～
14
時

■
場
所　
３
階
に
ら
★
ち
び

■
参
加
方
法　
１
月
４
日
（
土
）

　
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
「
に
ら
★
ち

　
び
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
」
内
の
キ

　
ー
ワ
ー
ド
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
（
一
家
族
１
回
限
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
）

に
ら
歩
歩
く
ら
ぶ

若
宮
八
幡
宮
に
初
詣
に
行
こ
う
！

（
雨
天
中
止
・
要
予
約
・
無
料
）

　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
、

や
っ
ぱ
り
初
詣
は
か
か
せ
ま
せ
ん

ね
。
初
詣
の
後
は
、
お
い
し
い
甘

酒
も
召
し
上
が
れ
。
（
韮
崎
市

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ポ
イ
ン
ト
対
象
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
）

■
日
時　
１
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合　
10
時
15
分　
ニ
コ
リ
１

　
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
下

■
対
象　
未
就
園
の
親
子
15
組

■
持
ち
物　
水
分
、
お
賽
銭
、
抱

　
っ
こ
ひ
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

み
つ
け
て
み
よ
う
２
０
２
０
年
の

わ
た
し
（
要
予
約
・
無
料
）

　

新
年
を
迎
え
て
、
新
し
い
気
持

ち
で
「
母
」
で
も
な
く
「
妻
」
で
も

な
い
『
わ
た
し
』
を
見
つ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
「
わ
た
し
の
す

き
な
も
の
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
１
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
30
分

■
場
所　
２
階
に
ら
★
ち
び

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
対
象　
ど
な
た
で
も
８
名

■
持
ち
物　
い
ら
な
く
な
っ
た
雑

　
誌
を
何
冊
か
（
な
く
て
も
大
丈

　
夫
で
す
。
）　

子
育
て
×
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

「
な
り
た
い
自
分
に
向
き
合
う
た

め
に
」(

要
予
約
・
無
料)

 

「
～
子
育
て
す
る
ワ
タ
シ
・
は

た
ら
く
ワ
タ
シ
～
」
を
テ
ー
マ
に

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
１
月
30
日(

木)

　
13
時
～
14
時
（
受
付
12
時
45
分
～
）

■
場
所　
２
階
に
ら
★
ち
び

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
対
象　
就
労
中
（
育
休
中
）
ま

た
は
就
労
を
考
え
て
い
る
、
子

育
て
世
代
の
未
就
学
児
の
保
護

者
20
組
（
子
連
れ
Ｏ
Ｋ
で
す
）

■
講
師　
く
ぬ
ぎ　
京
子
さ
ん

　
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
講
師
）

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

電
話
（「
広
報
を
見
た
」
と
お

　
伝
え
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

　
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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令
和
２
年
成
人
式
の
ご
案
内

　
成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し

い
門
出
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
成

人
式
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　
１
月
12
日
（
日
）

■
受
付　
12
時
30
分
か
ら

■
式
典　
13
時
30
分
か
ら

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル　
大
ホ
ー
ル

※
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
、
成

人
式
実
行
委
員
会
企
画
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
７
）

　
保　
健

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、

日
ご
ろ
の
維
持
管
理
が
大
切

　
救
命
救
急
時
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
用
す
る

場
合
、
管
理
・
点
検
の
不
備
等
に

よ
り
、
正
常
に
機
器
が
作
動
し
な

い
こ
と
な
ど
が
な
い
よ
う
に
適
切

な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
日
常
点
検
で
の
確
認
事
項

①
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
の
確
認

　
正
常
に
動
く
か
ど
う
か
を
示
す

た
め
の
ラ
ン
プ
や
画
面
が
付
い
て

い
ま
す
。
表
示
内
容
を
確
認
し
、

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
消
耗
品
の
交
換

　
電
極
パ
ッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
等

の
消
耗
品
は
、
適
切
に
使
用
で
き

る
よ
う
こ
ま
め
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
使
用
期
限
が
す
ぐ
わ

か
る
よ
う
に
表
示
ラ
ベ
ル
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
相　
談

安
心
・
快
適
！
住
ま
い
の
相
談
室

　
韮
崎
市
商
工
会
で
は
、
昨
年
10

月
よ
り
商
工
会
が
窓
口
と
な
っ

て
、
信
頼
で
き
る
地
域
の
建
設
業

者
等
を
市
民
の
方
々
に
紹
介
す
る

相
談
室
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
建
物
の
増
改
築
や
水
回
り
、
外

構
工
事
な
ど
、
住
ま
い
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み
を
お
持
ち
の

方
々
に
、
安
心
で
住
み
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
ご
提
案
し
ま
す
。
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
工
事
内
容　
新
築
・
増
改
築
、

　
外
壁
、
内
装
、
造
園
・
外
構
、

　
水
回
り
、
電
気
工
事
全
般
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　
住
ま
い
の
相
談
室

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
２
２
０
４

※
詳
細
は
韮
崎
市
商
工
会
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

http://nirasaki.or.jp/other/

　

sum
ai_sodan.htm

l

　
労　
働

県
内
製
造
業
へ
の
新
卒
就
職
者
の

奨
学
金
返
済
分
を
補
助
金
支
給

　
県
で
は
、
卒
業
後
に
県
内
の
機

械
電
子
産
業
の
企
業
に
新
卒
で
就

職
す
る
方
に
対
し
、
日
本
学
生
支

援
機
構
第
一
種
お
よ
び
第
二
種
奨

学
金
の
返
済
分
を
補
助
金
支
給
し

ま
す
。

■
補
助
金
額　
日
本
学
生
支
援
機

　
構
（
第
１
種
・
第
２
種
）
奨
学

　
金
被
貸
与
額
の
最
大
２
年
分

■
申
込
期
限　
２
月
28
日
（
金
）

■
募
集
人
数

　
令
和
元
年
度
末　
18
名
程
度

　
令
和
２
年
度
末　
35
名
程
度

■
募
集
対
象

　

大
学
、
大
学
院
な
ど
の
理
学

部
、
工
学
部
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る

学
部
な
ど
を
含
む
）
に
在
学
す

る
、
令
和
元
年
度
ま
た
は
令
和
２

年
度
末
卒
業
予
定
者
の
う
ち
、
募

集
条
件
を
満
た
す
方

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
産
業
労
働
部

　
　
　
　
　
　
産
業
人
材
育
成
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
６
７

広報原稿フォーマット 

1/1 

安
心
・
快
適
！
住
ま
い
の
相
談
室 

 

韮
崎
市
商
工
会
で
は
、
昨
年

1
0

月
よ
り
商
工
会
が
窓
口
と
な

っ
て
、
信
頼
で
き
る
地
域
の
会
員

建
設
業
者
等
を
市
内
の
方
々
に
紹

介
す
る
「
安
心
・
快
適
！
住
ま
い

の
相
談
室
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

当
相
談
室
は
、
建
物
の
増
改
築

や
水
廻
り
、
外
構
工
事
な
ど
、
住

ま
い
に
関
す
る
様
々
な
お
悩
み
を

お
持
ち
の
方
々
に
、
安
心
で
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
ご
提
案
し

ま
す
。 

住
ま
い
の
事
で
お
困
り
の
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
工
事
内
容 

 

 

新
築
・
増
改
築
、
外
壁
、
内
装
、

造
園
・
外
構
、
水
廻
り
、
電
気
工

事
全
般
な
ど 

■
問
い
合
わ
せ 

韮
崎
市
商
工
会 

住
ま
い
の

相
談
室 

☎
２
２-

２
２
０
４ 

※
詳
細
は
、
韮
崎
市
商
工
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

h
ttp

:/
/
n

ira
s
a

k
i.o

r.jp
/
o

th
e
r/

s
u

m
a

i_
s
o

d
a

n
.h

tm
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

　

１
月
６
日
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
開

設
、
求
人
情
報
の
充
実
な
ど
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
ま
す
。

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
サ
ー
ビ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
対
応
！
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
快
適
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
サ
ー
ビ
ス
上
に
「
マ
イ
ペ
ー

　
ジ
」
を
開
設
で
き
る
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。

　
求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
で
は
、
お

気
に
入
り
の
求
人
や
求
人
検
索
条

件
の
保
存
が
可
能
に
！
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
求
人
申
込
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
採
否
連
絡
等
の
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

③
「
充
実
し
た
求
人
情
報
」
と　

　
「
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
」
。

　
求
人
票
を
一
新
し
、
掲
載
情
報

量
が
増
加
！
事
業
所
等
の
情
報
を

も
っ
と
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
豊
富

な
情
報
を
元
に
、
適
格
な
マ
ッ
チ

ン
グ
を
支
援
し
ま
す
。

④
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
求
職
・
求

　
人
を
申
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま

　
す
。

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

求
職
申
込
情
報
入
力
（
仮
登
録
）

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
求
人
者
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

は
、
求
人
申
込
情
報
入
力
（
仮
登

録
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に
設
置
さ
れ

た
パ
ソ
コ
ン
（
検
索
・
登
録
用
端

末
）
で
も
求
職
・
求
人
情
報
を
入

力
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報
入

力
（
仮
登
録
）
後
、
窓
口
で
本
登

録
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
韮
崎

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
１
３
３
１

　
募　
集

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
募
集

　
市
内
各
所
の
公
園
等
の
公
共
施

設
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
美

化
活
動
を
し
て
い
た
だ
け
る
個

人
、
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
に
必
要
な
用
具
の
支
給

や
、
保
険
料
等
の
加
入
費
に
つ
い

て
は
市
で
助
成
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課
都
市
計
画
担
当

　
　
（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

空
き
店
舗
・
空
き
事
業
所
情
報
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
市
内
に
あ
る
空
き
店

舗
や
空
き
事
業
所
を
有
効
活
用

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
市
内
に
あ
る
賃
貸
や
販
売

　
お
知
ら
せ

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

info
rm

a
tio

n
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広報にらさき

★
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」。
災
害
へ
の
備
え
を
充
実
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

●国民健康保険より
 12月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負
担額）は、15４,９2６,３７６円（前年同月比1.0７％増）で、
1人あたりの保険者負担額は、2３,2４5円（前年同月比
４.22％増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節
約にご協力ください。

●市の人口　12月１日現在 　　  　             （前月比）
　男　１４，６３６人（うち外国人２５０人）   　１４人減
　女 　１４，７４１人（うち外国人２８３人）   　　７人減
　計　２９，３７７人（うち外国人５３３人）   　２１人減
　世帯数　１２，６６６世帯    　　　     　 　　６世帯減

が
可
能
な
物
件
を
お
持
ち
の
方
か

ら
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
広

く
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
の
で
、

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
事

　
「
空
き
店
舗・空
き
事
業
所
情
報
」

　

http://w
w

w
.city.nirasaki.lg

　

.jp/docs/2018081４0001３/

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
６
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
べ
る
通
信
制
の

大
学
で
、
幅
広
い
授
業
科
目
が
１

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間

　
第
１
回　

２
月
29
日（
土
）ま
で

　
第
２
回　
３
月
17
日（
火
）ま
で

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

　
統　
計

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　
農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日

現
在
で
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
は
も
ち
ろ
ん

各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く
利
用
で

き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を
得
る

た
め
の
調
査
で
す
。

　

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を

対
象
に
行
わ
れ
る
『
農
林
業
の
国

勢
調
査
』
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
お
宅
等
に
調
査
員

が
調
査
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間　
１
月
～
２
月
末

■
調
査
対
象
者

　
農
林
産
物
の
生
産
ま
た
は
作
業

を
行
い
、
面
積
・
頭
羽
数
が
一
定

規
模
以
上
の
者

■
調
査
方
法

　
市
が
推
薦
す
る
調
査
員
が
対
象

者
の
お
宅
等
に
伺
い
、
聞
き
取
り

調
査
お
よ
び
調
査
票
の
配
布
と
回

収
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
回
答
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
５
）

　
農
林
水
産
省

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
イ
ベ
ン
ト

女
性
向
け
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
育
成
講
習
会

　
女
性
の
地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
を

増
や
す
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
２
月
10
日
（
月
）

　
　
　
　
９
時
30
分
～
16
時

■
会
場　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
６

■
託
児　
無
料
で
お
子
さ
ん
の
託

　
児
が
で
き
ま
す
。

　
（
予
約
制
・
先
着
30
名
様
）

■
申
込
締
切　
１
月
31
日
（
金
）

　
※
託
児
の
申
込
み
は
、
１
月
24

　
　
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

危
機
管
理
担
当

　
　
（
内
線
３
９
９
・
３
９
９
）

親
子
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
思
議
や

　
疑
問
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
親
子
環
境
学
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
暮
ら
し
を
支
え
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
特
徴
や
、
こ
れ
か
ら
の

暮
ら
し
・
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
体
験
し
な
が
ら
勉
強
で
き
る

施
設
見
学
で
す
。
環
境
に
関
す
る

意
識
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
７
時
20
分
～
17
時

■
対
象
者

　
市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
か

ら
６
年
生
の
児
童
お
よ
び
保
護
者

■
募
集
人
数

　
10
組
20
名
（
先
着
順
）

■
見
学
施
設　
が
す
て
な
～
に

　
　
　
　
　
　
ガ
ス
の
科
学
館

■
参
加
費　
無
料

　
　
（
飲
食
代
等
は
自
己
負
担
）

■
申
込
期
間

　
１
月
７
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）

　
※
平
日
９
時
～
17
時

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

　
　
（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

■
日
時　
１
月
19
日（
日
）

　
　
　
　

２
月
22
日（
土
）

■
場
所

　
サ
ン
メ
ド
ウ
ズ
清
里
ス
キ
ー
場

■
定
員　
20
名（
先
着
順
）

■
対
象

　
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
、

韮
崎
市
在
住
お
よ
び
通
勤
さ
れ
て

い
る
方

※
集
合
場
所
・
時
間
等
は
参
加
者

　
へ
ご
案
内

■
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
指
導
者　
韮
崎
市
ス
キ
ー
連
盟

■
内
容　
午
前
と
午
後
２
時
間
ず

　
つ
の
初
心
者
か
ら
レ
ベ
ル
に
合

　
っ
た
コ
ー
ス
で
指
導
を
し
て
い

　
た
だ
け
ま
す
。

■
申
込
締
切

　
両
日
と
も
に
１
週
間
前
ま
で 

※
リ
フ
ト
代
・
昼
食
・
用
具
は
個

　
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
☎
・

２
１
‐
２
２
５
５

み
そ
作
り
体
験
教
室

　
大
豆
を
使
っ
た
発
酵
食
品
「
み

そ
」
作
り
体
験
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

　
ル
（
穴
山
町
４
４
８
７
‐
１
）

■
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
み
そ
４
㎏
、
昼
食
付
）

■
持
ち
物　
三
角
巾　
エ
プ
ロ
ン

等
作
業
で
き
る
服
装

■
締
切　
１
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第
終
了

■
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
館
長（
伊
藤
）

　
☎
０
９
０
‐
２
２
４
５
‐
１
２
４
０
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